
７つの業種の先駆者から学ぶ

10の成功事例

AI・ディープラーニング



AI・ディープラーニングは
実装フェーズへ

AI・ディープラーニングは様々な分野で適用が進み、業務改善につながった報告が増
加する一方、PoCで止まってしまっているケースも少なくありません。
その差はどこからくるのでしょうか？

AI・ディープラーニングの得意/不得意を理解したうえでテーマを決定し、既存の作業
工程に組み込むための工夫が必要不可欠です。

この資料では、MATLABを利用したディープラーニングに取り組まれているお客様の
中から、とりわけ業務への実装に成功されている例をご紹介するとともに、ポイント
となるディープラーニングやその周辺技術を解説します。
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製造業



ディープラーニング：製造現場で使える画像による異常検知

ビデオを見る (4:33)
MATLABで始めるディープラーニング

武蔵精密工業、自動車部品の外観検査に
ディープラーニングを活用

武蔵精密工業株式会社

武蔵精密工業は、自動車部品ベベルギアの検査工程へのディープラーニングを用い
た自動化を目指し、MATLAB®を用いたプロトタイピングを行いました。精度/速度の
検証を経て、2018年5月からは製造現場での実証実験に取り組んでいます。今後、
130万個/月の目視検査によって生じている作業負荷とコストの低減が期待されます。

本プロジェクトではMathWorksのコンサルタントと協力し、画像の撮影手法の検討
から前処理、App Designerを用いたアノテーションツールの作成、モデルの精度改
善に取り組み、成果を上げました。出来上がったモデルはGPU Coder™ の自動コー
ド生成機能を用いNVIDIA® Jetson™に実装し、ディープラーニングの判定結果をPLC
と連携させています。

MATLAB利用のメリット:
• 画像撮影から組み込みGPUへの実装まで一貫した開発ワークフロー
• Class Activation Mappingによる判定要因の可視化
• ラベリング作業効率化のためのGUIツール作成
• MATLABの機能を効率よく活用するためのコンサルティングサービス

カメラ接続や前処理、様々な学習済み
モデルを簡単に利用でき、ワークフ
ロー全体に取り組むことができました。
コンサルティングとの議論を通じ、課
題解決に多くのヒントを得られ、担当エ
ンジニアの成長にもつながりました。

“

“

https://jp.mathworks.com/campaigns/offers/deep-learning-with-matlab.html
https://jp.mathworks.com/videos/deep-learning-image-anomaly-detection-for-production-line-1505241869762.html?s_tid=srchtitle


ディープラーニングはデータと正解ラベルによりパラメータが自動的に
調整され、うまく学習すると正しく判定ができるようになる、「ブラック
ボックス」な手法であることが導入の妨げになることがあります。近年は
「説明できるAI」を目指す取り組みが多く行われ、画像の分類タスクでは、
Class Activation Mapping(CAM)やその応用であるGrad-CAMを用いること
が一般的です。右図は傷がついたナットをBadと判定したモデルにGrad-

CAMを適用し、注目領域をヒートマップで可視化しています。

傷がある部分のみ赤色に反応してい
ることがわかります。期待している
個所を見て判定されているか、誤判
定の時どこに反応しているか等、精
度向上の対策を取ることが可能です。

» CAM/Grad-CAMについて

ブラックボックスからの脱却
説明できるAIへ

https://jp.mathworks.com/videos/deeplearning-visual-explanations-for-decisions-from-deep-neural-network-1572589120278.html


外観検査のための画像処理・ディープラーニングワークフロー

ビデオを見る (42:32)
MATLABによるディープラーニング

デクセリアルズ、 フィルム生産の工程検査の
品質改善にディープラーニングを活用

大河原 秀之氏 松下 忍氏,  デクセリアルズ株式会社

ディスプレイに使われる機能性材料の生産工程においては、外観品質を確保することが
最も重要な課題ですが、高い生産性を誇るRoll to Roll方式での連続生産は、連続不良発
生のリスクを増加させ、品質管理を難しくしていました。

そこでデクセリアルズでは、検査装置によって検出された欠陥画像に、ディープラーニ
ングを用いて高精度に欠陥を分類し、リアルタイムで不良を集計し、製品品質の異常検
知を対策に繋げることで、歩留を向上しました。さらに、GPUで高速化を行い、既存の
生産システムに統合し、24時間365日の稼働を実現しました。これらの研究開発から実
装までの一連のフローにMATLAB®を活用することで、設計から導入までの期間を半年に
短縮できました。

位置センサー情報などを付加した機械学習の2次利用や、多様な環境下での精度向上に
Semantic Segmentationを活用するなど、品質・価値の向上をはじめとする新技術のト
レンドへのあくなき追及を今後も行い、企業ビジョン「Value Matters 今までなかったも
のを。世界の価値になるものを。」の実現を目指します。

MATLAB利用のメリット:
• 様々な分野にまたがる幅広いデータタイプやアルゴリズムへの拡張性
• MATLAB Compiler SDK™による.NETシステムへの統合と複数ラインへの展開
• マニュアル操作・解析のためのGUIインターフェースの作成と提供
• 研究から実装までの研究開発を加速する統合した開発環境

ディープラーニングがAIにブレー
クスルーをもたらしたように、
MathWorksとの出会いが、私共
にブレークスルーをもたらしまし
た。

“

“

2次解析・ビューワ

欠点を機械分類

光学カメラ

キズ 付着 ムラ

R2R方式でのフィルム生産

“

https://www.mathworks.com/videos/big-data-data-analytics-and-machine-deep-learning-infrastructure-at-caterpillar-1497292968613.html
https://jp.mathworks.com/solutions/deep-learning.html
https://jp.mathworks.com/videos/image-processing-and-deep-learning-workflow-for-visual-inspection-1544539771244.html


MATLABによるディープラーニング

システック井上、Webカメラとディープラーニングで
製造工程作業監視システムを実現

村井浩⼀氏, 株式会社システック井上／長崎大学工学研究科／有限会社秀工社

人材不足が進む近年、製造現場では労働生産性向上を目指したインダストリアルエンジニア
リングに基づく改善活動が求められています。作業工程の把握はその第一歩です。作業分析
にはストップウォッチでの計測や、ビデオを後から解析する方法が一般的ですが、製造現場
その効果を把握するためには、リアルタイムで監視できる必要があります。

スマート工場向けのサービスを提供するシステック井上の村井氏は長崎大学と共同して、作
業者の動きを妨げず、作業手順を正確かつ低価格で検知できる、汎用的なWebカメラと
ディープラーニングを用いたシステム構築にMATLAB®を用いて取り組みました。対象とな
る動作での誤分類を低減させるため、画像分類に優れた性能を持つCNNと時系列データ用
のLSTMを組み合わせることで、動画に対して高い判定精度を実現しました。

また、積極的に改善活動に取り組まれている“有限会社秀工社（本社：長崎県諫早市）”にお
ける実証実験では、溶接作業における作業の分類で90%近くの精度を達成し、作業手順の誤
りを検出することができました。これまで作業者あたり動画撮影後数時間必要であった解析
作業がリアルタイムで自動化できることで、作業者へのスムーズなフィードバックが可能と
なります。

MATLAB利用のメリット:

• ドキュメントを参照しながら、MATLABの本格利用6か月でソリューション開発が完了
• CNN+LSTMの構造をDeep Network Designerにより効率的に構築可能
• 容易なカメラとの接続など実証評価に集中できる開発環境

MATLABを使う事で、アルゴリズム
検討から現場への展開までを迅速に
できるようになりました

“ “

https://jp.mathworks.com/solutions/deep-learning.html


AIエンジニア
現場の担当者 App DesignerによるカスタムGUIの作成

PoCの段階から現場でAIのモデルを活用できるようにすることは、現場担当者のAIについての理解を深
める助けとなります。GUI化し、現場での判定支援ツールとして作業効率を向上しつつ、どういう場面で
誤判定が起こりやすいかのフィードバックを収集し精度向上につなげることが重要です。MATLABには標
準でApp DesignerというGUIを作成できる機能が搭載されており、配布用のオプションがあれば、マウス
操作でAIを利用できるツールを簡単な操作で実行ファイルに変換でき社内の現場やお客様に配布すること
が可能です。

担当者間の連携が不可欠

GUIを用いた現場との協調



• Cloud

• Web

• Cluster

• Mobile

MATLAB

Production

ServerTM

C/C++

Excel
Add-in

Java

Hadoop

.NET

Standalone
Application

クラウドで利用

PCで利用

スマホからアクセスし
て判定

MATLAB Compiler™ / MATLAB Compiler SDK™

GPU Coder™ MATLAB Coder™ 

複数のターゲット

MKL-DNN

(Intel® Xeon ®)
NVIDIA® 

cuDNN/TensorRTTM

Compute Library

(Arm® NeonTM)

作成したモデルは機能を追加することで、
配布することができます。配布ごとの費用は
掛かりません。PoCではまずGUIのツールを
exe形式で配布し現場で利用してもらいま
しょう。

• MATLAB

• Caffe

• Tensorflow-Keras

• ONNX

実務への実装フェーズでは組み込み機器で処
理する、クラウドに展開しスマートフォンか
らアクセスする等目的に応じて選択して利用
していきます。

» ディープラーニングのシステムへの展開

複数のターゲットから展開先を選択

https://jp.mathworks.com/videos/using-deep-learning-in-system-from-edge-device-to-cloud-system-1556224681114.html


インフラ保守



AlexNet を使用した特徴抽出
MATLAB EXPO 2019 Japan

講演資料を見る

関西電力、配管溶接部の損傷評価に
ディープラーニングを適用

木津 健⼀氏, 関西電力株式会社

関西電力は、高クロム鋼配管溶接部のクリープ損傷評価の実施に、ディープラーニ
ングを適用しました。従来の外表面を観察する、非破壊検査では発見が困難だった
肉厚内部での損傷を評価するため、外表面のひずみ分布計測で得られた画像を用い
る手法が試みられています。

研究では、試験体のひずみ分布計測画像を使い、ディープラーニングのネットワー
クである、AlexNetにより抽出した特徴量を、サポートベクターマシンを使って、損
傷小と損傷大に分類できることを確認しました。さらに、同様のネットワークによ
り損傷率を推定する回帰モデルを作成し、損傷率が大きいほど良い精度で推定でき
ることを確認しました。今後、本手法の実機への適用性確認や、様々な材質の配管
への応用などを目指しています。

MATLAB®利用のメリット:
• 転移学習をすぐに利用できるサンプルコード
• 学習済みネットワークの利用が容易
• 専用ツールボックスによる、その他の機械学習手法との組合せ
• 無料のセミナー、ヘルプドキュメントなど学習方法が充実

MATLABを導入して、ディープラーニングを
使った開発を簡単に行えました。プログラミ
ングが得意ではなくても、無料セミナーとヘ
ルプドキュメントだけで、十分学習すること
ができました。

“

“
パイプ

縦方向ひずみ 周方向ひずみ

試験体

森田ほか, 日本材料学会第67期学術講演会, 
609 2018 より引用

https://jp.mathworks.com/help/deeplearning/examples/feature-extraction-using-alexnet.html
https://www.matlabexpo.com/jp/2019/proceedings.html


効果的なDocumentの活用

MATLABでは転移学習やネットワーク
の作成等の基本から、ベイズ最適化によ
るハイパーパラメータのチューニング等
精度向上を目的とした実践的なものまで、
画像、信号、文章でのディープラーニン
グ適用の公式サンプルコードが100個以
上公開されています。

ユーザーは課題に近いサンプルをベー
スに自身のデータに置き換えることで、
短時間で目的の手法を試すことができま
す。

» 100以上のディープラーニングサンプルコード

https://jp.mathworks.com/help/releases/R2019b/deeplearning/examples.html?s_tid=CRUX_lftnav_example_%5Bobject+Object%5D&category=index


ビデオを見る

深層学習を使用したセマンティック セグメンテーション

八千代エンジニヤリング、ダム・橋梁損傷検出に
ディープラーニングを適用
安野貴人氏,八千代エンジニヤリング

八千代エンジニヤリングはダムのポップアウトによる損傷検出にセマンティックセ
グメンテーションを適用しました。この損傷は形状、大きさ、観測環境が様々なた
め画一的な画像処理の適用は難しく、検査員が双眼鏡で観測、スケッチで記録して
いました。

取り組みではまず最初の1か月でMATLABで提供される学習済みモデルとSegNetを合
わせて用いることで、過去の画像処理手法より高い精度がでることが確認できまし
た。その後ネットワークモデルの変更、画像の拡張、複数パターンのラベル作成に
より精度向上を目指しました。今後アプリ化による機能配布と点検の効率化を目指
しています。日本国内にダムは3000以上あり、このAIによる自動検出手法の確立・
適用により、大幅な損傷検出作業の効率化が期待できます。また同社では河川護岸
や橋梁の損傷監視でもAI適用を進めています。

MATLAB利用のメリット
• セマンティックセグメンテーションをすぐに利用できるサンプルコード
• 多数の学習済みネットワークの追加が容易
• 複数GPUアクセス等の容易なディープラーニング用環境構築
• 任意のGUI作成と実行形式ファイルでの配布

MATLABを用いることで損傷の画像解
析が容易に実現できました。機械学習
からディープラーニングまで一つのフ
レームワークで実行でき、組織内で共
有できることで飛躍的に業務が加速し
ました。

“

“

ディープラーニング：セマンティック・セグメンテーションの基礎

https://www.mathworks.com/solutions/automotive/advanced-driver-assistance-systems.html
https://www.mathworks.com/company/events/conferences/automotive-conference-michigan/2017.html
https://www.mathworks.com/videos/big-data-data-analytics-and-machine-deep-learning-infrastructure-at-caterpillar-1497292968613.html
http://www.yachiyo-eng.co.jp/
https://jp.mathworks.com/help/vision/examples/semantic-segmentation-using-deep-learning.html
https://jp.mathworks.com/videos/basics-of-semantic-segmentation-1527778613576.html


セマンティックセグメンテーション

画像全体ではなくピクセル単位で分類するには、後段に
デコーダーを追加します。最終画像が入力画像と同じサイ
ズになるように、アップサンプリングしていきます。いく
つもの手法がサポートされています。

データも画素単位でラベル付けが必要です。MATLABでは
専用のラベル付けツールが用意され、塗りつぶしなどの補
助機能に加え、学習済みモデルを適用して微修正を加える
ことで、時間のかかるラベル付け作業を大幅に効率化する
ことが可能です。

エンコーダー デコーダー

Image Labelerによるラベリング

• Fully Convolutional Network

• SegNet

• U-Net

• DeepLab v3+

» セマンティックセグメンテーション

セマンティックセグメンテーションの構造例

https://jp.mathworks.com/videos/semantic-segmentation-of-multispectral-images-using-deep-learning-1562825689870.html


化学・化粧品



Deep Network Designerによる直感的なネットワーク構築

ビデオを見る (2:21) 

資生堂、ディープラーニングを活用した
化粧品開発における微生物試験の迅速化
吉田光輝氏, 斉覬氏, 中谷善昌氏, 資生堂グローバルイノベーションセンター

安心・安全な化粧品を開発するためには、刺激や微生物汚染等を考慮し、必要最小量
の防腐剤配合製品を開発することが求められます。そのため、チャレンジテスト（保
存効力試験）によって防腐力を評価しています。しかし、チャレンジテストでは多く
の種類の細菌、酵母、カビ等を長期間かけて培養し、判定する必要があります。

そこで資生堂では菌種の同定、カウント、生育の予測、試験省略可否の予測にAIの技
術を利用する事で、試験を正確に保ちつつ、迅速化する研究を行いました。
MATLAB®を利用し、配合する原料と比率から、菌の減衰曲線を予測する機械学習の
モデルを作成する事でチャレンジテストの省略可否の予測を行い、菌の生育予測には、
ディープラーニングを利用、また、菌種の識別、菌数のカウントには、MATLABにて
GUIを作成し、判定作業の効率化を図りました。

今後も社内で更なる検討を進める予定です。

MATLAB利用のメリット:
• Deep Network Designerを利用したカスタムネットワーク構築
• 豊富な機械学習アルゴリズムによる、予測アルゴリズムの試行錯誤
• App Designerを利用した、カスタムGUIの作りこみ

化粧品開発に必須な微生物評価におい
てMATLABを活用し、試験の迅速化につ
ながる良好な結果が得られました。

“ “

MATLABによるディープラーニング

https://www.mathworks.com/videos/big-data-data-analytics-and-machine-deep-learning-infrastructure-at-caterpillar-1497292968613.html
https://jp.mathworks.com/solutions/deep-learning.html
https://jp.mathworks.com/videos/intuitive-network-construction-with-deep-network-designer-1559645676056.html


Deep Network Designerによるネットワーク構築

Deep Network Designerアプリを用いてマ
ウスのドラッグ&ドロップでネットワーク構
築、編集を行うことができます。初心者でも
安心して使えるのはもちろん、最近は複雑な
構造のネットワークも多いため、

• 分岐の多いネットワークの編集

• ユニット単位の拡張

• 複数入力

などエキスパートにも効率的な作業に不可欠
なツールです。作成したモデルはボタン一つ
でMATLABコードとして生成でき、次回は自
動で構築できます。

Deep Network Designerによるネットワーク構築＆編集

作成モデルをMATLABコードとして生成

» Deep Network Designerの使い方

https://jp.mathworks.com/videos/intuitive-network-construction-with-deep-network-designer-1559645676056.html?s_tid=srchtitle


回帰

ディープラーニングは犬や猫など
を分ける分類だけでなく連続値を予
測する回帰にも利用できます。画像
から一つの値を予測する単回帰、ピ
クセル単位で画像予測を行うことが
でき、応用すると畳み込みオートエ
ンコーダー(CAE)や変分オートエン
コーダー(VAE)を用いてピクセル単位
の異常検知を行えます。

𝑦 = 𝑓 𝒙 ; 𝜽𝒙 𝒚回帰
連続値

𝑦 = 𝑓 𝒙 ; 𝜽𝒙 𝒚分類
離散値

1２３４５

犬
猫

最近は生成系ネットワークであ
るGAN(Generative Adversarial

Network)により似た画像を生成し
たり、マスクや輪郭から画像を生
成、ドメイン変換するなど様々な
研究が進み、注目を集めています。

GANによって生成されたひまわりの画像

https://jp.mathworks.com/videos/deep-learning-read-the-meter-value-from-an-image-1574314264422.html
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/fileexchange/72444-anomaly-detection-and-localization-using-deep-learning-cae
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/fileexchange/73283-anomaly-detection-using-variational-autoencoder-vae
https://jp.mathworks.com/videos/deeplearning-anomaly-detection-and-localization-using-convolutional-auto-encoder-1572953900091.html
https://jp.mathworks.com/help/releases/R2019b/deeplearning/examples/train-generative-adversarial-network.html


制御・自動車
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講演資料を見る
MATLABによるディープラーニング

デンソーテン、AI制御における
モデルベース開発適用に向けたプロセスを構築

横山 夏軌氏, 株式会社デンソーテン

複雑化が進む自動車制御において、熟練者の経験に頼られていたり、定式化が難し
い課題は多くあり、ディープラーニングは解決手法の一つとして期待されています。
デンソーテンでは当初Python言語でのアルゴリズム開発に取り組みましたが、車載
ECUで動作するCコードに変換できない、車載制御開発で肝となるモデルベース開発
におけるシミュレーションに適用できない課題がありました。

そこで既存制御モデルを構築していたSimulink®にMATLAB®で作成したAIモデルを取
り込むプロセス構築に取り組みました。MATLABで作成したAIモデルからSimulink

APIを用いてブロック作成、結線、学習値の追加を自動で行い、ECUへの実装を想定
した専用のAIライブラリを利用してモデル全体でのシミュレーションに成功しまし
た。加えてSimulinkモデルからMATLABでのAIモデルに逆変換する手順も構築してい
ます。 AI制御において設計から実装まで一貫性のあるモデルベース開発のためのプ
ロセスが完成し、製品適用に向けて開発を進めています。

MATLAB/Simulink利用のメリット:
• 既存制御モデルにAIモデルを統合し効率よくモデルベース開発に適用
• ディープネットワークデザイナーを用いたマウス操作でのネットワーク構築
• MATLAB/Simulink間のAPIによるディープラーニングモデル双方向変換
• S-functionによる独自AIライブラリの利用

AIを制御用ECUで利用するにはモデル
ベース開発のフロー適用は不可欠です。
既存の制御モデルとAIモデルを合わせ
てシミュレーションができる環境が整
い、今後の製品開発を加速していくこと
ができます。

“

“

https://www.mathworks.com/videos/big-data-data-analytics-and-machine-deep-learning-infrastructure-at-caterpillar-1497292968613.html
https://jp.mathworks.com/solutions/deep-learning.html
https://www.matlabexpo.com/jp/2019/proceedings.html


外界環境
センサーモデル

アルゴリズム

シミュレーション 実装

モデルベース開発のプラットフォーム

各種センサーモデルや、外界環境を含めたシステムレベルの
シミュレーションから、マイコン・FPGA実装までのワークフ
ローを提供します



医療



詳細はこちら

立命館大学、 CT撮影における放射線被ばく
リスク低減にディープラーニング活用

中山良平准教授,  立命館大学

コンピューター断層撮影 (CT または CAT スキャン) は臓器、骨、血管の 3D 画像を
生成するため、単なるレントゲン写真よりもはるかに高い診断性能を有します。し
かしそれと同時に、人体に有害である放射線の被ばく量が増えるという代償が伴い
ます。

そこで立命館大学准教授中山良平氏は超低線量 CT スキャンを入力として使用しなが
ら通常線量の CT スキャンと同程度の画質の画像を生成する、超解像処理と畳み込み
ニューラル ネットワーク (CNN) 回帰をハイブリッドした MATLAB® ソフトウェア
システムを開発しました。CNNでの回帰は新しい画像提示されたときに結果生成の
時間が高速になるメリットがあり、肺領域と肺以外と対象をわけた二つのCNNを使
用することで結果の鮮明度を向上させました。

このシステムでは同程度の診断情報を提供しながら、患者の放射線被ばく量を最大
95% 低減することが可能です。現在は実際の臨床環境での利用を目指し、医療用画
像管理システム(PACS)との連携の検討を進めています。

MATLAB利用のメリット:
• 128種類のネットワーク構造から最適なモデルを効率的に探索
• 画像の超解像処理とCNN回帰の統合を単一の環境で実現
• GUIインターフェースを作成し、ユーザーとなる医師に配布が可能

最適化、高速化された画像処理／
ディープラーニングの関数が数多く
用意されているので、それらを組み
合わせることにより、効率よく開発
できました。

“

“

https://jp.mathworks.com/company/newsletters/articles/using-deep-learning-to-reduce-radiation-exposure-risk-in-ct-imaging.html?s_tid=srchtitle
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ビデオを見る (18:25) 

ディープラーニングのモデル化について学ぶ

エアバス、AIとディープラーニングを活用して
欠陥検出を自動化
Nicolas Castet 氏, エアバス (Airbus)

航空機のパイプの欠陥を自動的に検出するために、ロバストなエンドツーエンドAI

モデルをどのように構築すべきか。これはエアバスにとって大きな課題でした。エ
アバスは、MATLAB®を使用して、ディープラーニングモデルを迅速にプロトタイプ
化し、開発しました。

エアバスはMATLABを採用し、MathWorksコンサルティングチームと協力すること
により、3つの主要なステップに対処しました。最初のステップは、セマンティック
セグメンテーションなどのアプローチのために、ディープラーニングモデルをゼロ
から構築し学習する統合ツールと、ビデオにラベルを付けるための簡単で対話的な
環境を用意することでした。MATLABのディープラーニングモデルにより検出され
た通気口とパイプ上のワイヤの位置を使用し、業界標準で必要される距離と角度を
測定しました。次に、欠陥の分析をリアルタイムで表示できる必要がありました。
最後のステップは、コーディングを必要とせずにMATLABコードを自動的にCUDA

コードに変換し、組み込みシステムに直接展開することでした。

MATLAB利用のメリット:
• 統合ツールを使用して、ディープラーニングモデルを設計、学習、展開
• 対話的なプロトタイピングとテストを非常に短時間で実行
• MATLABコードをCUDAコードに直接変換

コードを短時間でテスト、
変更、学習し、再度テスト
できたことが成功の鍵となりました。

“ “
Image related to 

the story . Reuse an image 

from the speaker's 

presentation.

https://fr.mathworks.com/videos/artificial-intelligence-to-facilitate-inspection-1564500811305.html
https://jp.mathworks.com/solutions/deep-learning.html
https://jp.mathworks.com/videos/artificial-intelligence-to-facilitate-inspection-1564500811305.html
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教員向けリソースを探す
ディープラーニング ソリューションをもっと見る

「AI」を全学部必修科目へ
ディープラーニングを MATLABで学習

金沢工業大学

金沢工業大学は MATLAB®による画像認識演習を含む「AI基礎」講座を開講します。
この授業は全学部学科 1年生1500名以上を対象に世界的に不足する AI人材の育成を
目指すものです。

MathWorksは、演習で使用する畳み込みニューラルネットワーク (CNN)による画像
分類課題の作成に協力しました。授業中に学生が書いた文字をその場で学習データ
として用い、学習データの拡張による精度向上の体験や、App Designerで作成した
CNN学習過程を可視化する GUIの利用により、AI を身近に感じながらより実践的
な知識を習得できます。

金沢工業大学は今回の授業開発に先立ち、2015 年より Campus-Wide Licenseを導
入しています。これにより、全学生と教職員が MATLABや Simulink®をいつでも、
どこでも、自由に利用できるようになっています。

MATLAB 利用のメリット:
• 毎年1500人規模の授業を可能にするバージョン管理された環境を構築
• 学習データ取り込みの自動化など授業のフロー全体を効率化
• AIに対する学生の直感的な理解を助ける GUIを構築可能
• Campus-Wide License とコード配布により自発的な応用学習が可能

MATLABの直感的なGUIと豊富なライブ
ラリが魅力で「AI基礎」講座に採用し
ました。 GUIを併用することで一年生
でもAIの本質を理解でき、コードのカ
スタマイズも容易なため、学生の深い
学びを実現することができます。

“

“

Campus-Wide License とは

https://www.mathworks.com/solutions/automotive/advanced-driver-assistance-systems.html
https://www.mathworks.com/videos/big-data-data-analytics-and-machine-deep-learning-infrastructure-at-caterpillar-1497292968613.html
https://jp.mathworks.com/solutions/deep-learning.html
https://jp.mathworks.com/academia/educators.html
https://jp.mathworks.com/academia/matlab-campus.html


■無料コンテンツ
MATLABディープラーニングビデオ集
ディープラーニングサンプルコード
初心者向け無料オンライン体験

■有料トレーニング
MATLAB によるディープラーニング
MATLAB による画像処理
MATLAB によるコンピュータビジョン

機器への実装

基礎的な内容

検出・
セグメンテーション

ツールの利用

計12時間の
ビデオコンテンツ

豊富な学習用コンテンツ

https://jp.mathworks.com/videos/search.html?s_tid=gn_ev_rw&q=%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8B%E3%83%B3%E3%82%B0&page=1
https://jp.mathworks.com/help/releases/R2019b/deeplearning/examples.html?s_tid=CRUX_gn_example
https://jp.mathworks.com/learn/tutorials/deep-learning-onramp.html
https://jp.mathworks.com/training-schedule/deep-learning-with-matlab.html
https://jp.mathworks.com/training-schedule/image-processing-with-matlab.html
https://jp.mathworks.com/training-schedule/computer-vision-with-matlab.html


まとめ

AI・ディープラーニングの活用は業務に実装する段階を迎えています。

成功のためには高い精度のモデルを構築するためのテクニックに加え、
「説明できるAI」「GUIによる現場での利用」「目的とフェーズ応じた実
行環境の選択」が重要となります。

MATLABは、入門から応用まで豊富なサンプルコードやGUIアプリを用い
て短期間でディープラーニングのモデルを構築することができます。作業
に最適なGUIを作成し配布をしたり、モデルを組み込み機器やクラウドに
展開できる拡張性から多くのお客様の業務で適用が進んでいます。

オンラインでの学習や技術サポート窓口、プロジェクトに伴走するコンサ
ルティングサービスにて、AI・ディープラーニングでの成功をより短期間
で効率よく実現できるよう強力にサポートしています。



関連リソース

MATLABによるディープラーニングについてさらに詳しく

見る
ディープラーニング：10行のMATLABコードで転移学習
ディープラーニング：製造現場で使える画像による異常検知 ～キズあり「ナット」の発見～
ディープラーニングによるメーター値読み取り

読む
MATLABで始めるディープラーニング
サンプルで学ぶ MATLABによるディープラーニング実践ガイド
ディープラーニング vs機械学習：最適なアプローチの選び方

探索する
MATLABによるディープラーニング
Deep Learning Toolbox 製品概要
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https://jp.mathworks.com/videos/deep-learning-transfer-learning-in-10-lines-of-matlab-code-1503069304524.html
https://jp.mathworks.com/videos/deep-learning-image-anomaly-detection-for-production-line-1505241869762.html
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